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なぜ ， 球磨川 は その よ うな流れに なっ た の か
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1．　 は じめに

　球磨川は最上川，富士川 と並ぶ 日本の 三大

急流の
一

つ とされ，人吉か ら八代ま で の総延長

115  を流下する．球磨郡水上村 の 銚子笠 （標高

1，489m）に源を発 し，南に位置する人吉盆地 へ

向けて流れ ， 人吉盆地 内で は東か ら西 向き に

一
勝地ま で流下する．球磨川は

一
勝地付近か ら

流路を北向きに替え ，
い くつ もの 山を削 り取 り

なが ら八代まで 流れ下 っ て い る．結果 と して ，

U 字型に大きく屈 曲した河川 流路を示 し， これ

は熊本県を流れ る白川や緑川な どの流路と比 べ

て も極めて特異である（図 1）．しか し， 球磨川

がなぜ こ の よ うな流路を形成 した の か とい う

こ とにつ い ては まだ十分に解明され て いない ．

本研究で は，なぜ球磨川が こ の よ うな流路 を

形成 した の か を地形 ・地質学の 見地か ら明 らか

にす る こ とを目的として い る。

　図 2 に球磨川の水系図を示す．県南の ほぼ全

城に降 っ た雨水が球磨川 に流入 して い る こ とが

分かる．特にほ とん どの 水域が人吉盆地を流れ

る問に球磨川に合流 してい る．こ の 多量の 流水

量が ， 山々 を浸食 して U 字型 に大きく屈曲 した

河川流路をとる こ とを可能に した要因 の
一

つ と

考え られ る．

　図 3 の 河川勾配図を見 て み る と，源流か ら

人 吉盆地まで は ，標高差 1，2〔X  ，水平距離

25，am 皿（河川勾配 6／125）を滝を形成 しなが ら

一
気 に流下し，人吉盆地内 で は，標高差 12thp，

水平距ee　55，
　OOChn（河川勾配 3／1，375＞を緩やか に

下 り， そ して
一
勝地 か ら八代まで は ， わずか

標高差 8（加，水平距ag　32，0（ha（河川勾配 1／400）

を多 くの 早瀬を作 りなが らそれぞれ流下 して い

る こ とが分か る。
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図 1 熊本県の位置図
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図 2　球磨川 の 水系図
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図 3 河川勾配図
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2． 球磨川の流路の 特徴

2−1．源流か ら人吉盆地 まで の 流路

　球磨川の 源流は銚子 笠 （旺．1
，
n89n＞にあ り，

人吉盆地まで はほ ぼ北か ら南へ 流下す る，地形

発達史を考える と原地形期か ら成長期に なっ て

い くに つ れ て 地形が隆起 して い き，縦谷 を形成

する．さらに隆起 を続け極相期に入ると，激 し

い 浸食作用 の た め，山地 と河川 の 標高差が大き

くな り顕著 な縦谷をつ くる．銚子 笠か ら人吉

盆地まで現在の 河丿胸 配 6／125の大きさを考え

る と現在は極相期の 山地である と考えられ る

（図 4）．こ の よ うな地形発達史を経て形成 され

た河谷は ， 基盤である四万十帯 の 地質構造も考

慮すると逆従谷 となっ て い る こ とが判 る（図 5＞．

こ の 流路では ， 地形 の 隆起に よっ てで きた標高

差が河川の 自然流下を促 して 現在の よ うな急な

河川勾配 を形成 した と考えられ る．また，こ の

極相期地形の縦谷は先行谷で ある．先行谷は河

川 の 浸食量が土地 の隆起量 を上回 っ て ， 山地の

横断に成功 した地形の こ とである（図 6）．

図 4 山地 の 地形変化 （『技術者 の た めの 地形学

　 入 門，山海堂，1995』よ り引用）

　 　 　 　   必 従谷 　＠無従谷 　  逆 従谷 　  適従谷

図 5 河谷の 分類 （『技術者の ため の 地形学入門，

　山海堂，1995』より引用）
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図 6　先行谷の形成 （基図 ： L〔〕beck，　 A．・K．）
　 川 の 流路を横切 っ て 地盤 が 隆起 し山地 とな る場合に，川 が

由地形成以前の 流路を維博 しようと下方浸食を繰 り返 すこ とに

よ りつ くられ る 谷．（デ ジタル 大辞 泉よ り引用）

2−2．人吉盆地東端か ら
一

勝地まで の流路

　人吉盆地 の 北東に存在する市房ダム か ら西 の

一
勝地付近まで の球磨川の 流路は ，ほ とん ど

なめ らかな曲線を描きなが ら人吉盆地の 北側を，

ほ ぼ東か ら西 へ と流 下 して い る．東西 方向の

流路を取 る要因 と して ，人吉盆地 の 存在が考え

られ る（図 2），人吉盆地は北側を高原
一

朝ノ迫

断層（活 断層研究会 ；1980），南側を人吉盆地南

縁断層 （千田 ；2000）に よ っ て挟まれて い る （図 7）．

また，高原
一

朝ノ迫断層も人吉盆地南縁断層も

右横ずれ 断層である こ とか ら，人吉盆地は それ

ら横ずれ断層間に形成された構造腔の 陥没地形

である．こ れ をプ ル ア パー ト堆積盆（Crowu11，

1975）と呼称 して い る （図 8）．こ うして 山間部に

東西性に延 び た盆地 が 現れた こ とに よ り， 南北

方向に 自然流下 して い た球磨川が盆地内 の 平野

を東か ら西に向か っ て流れ るようになっ たと考

え られる，

図 7 人吉盆地 の 地質図と球磨川 の 流路（千田 ；

　　　2000より引用 ・加筆， 原図は宮地 ；1978）
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図 8 プル ア パ ー
ト堆積盆（ベ イズ ン ）の 略図

　僖 田 ；1991よ り引用 ・加筆）

　また，球磨川は人吉盆地中央ではなく北側を

流下 して い る（図 7）．こ の 事象は ， 球磨川に流

入する
一
勝地 ま で の 河川水量な どに よ っ て説明

する こ とが で きる．図 9 の 水系図で 球磨川を境

に北と南の それぞれの 流域面積を比 べ ると，

北側 の流域面積の方が南側 よりも圧倒的に広い
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とい うことが分かる，つ ま り球磨川 に流入する

水量が南側よりも北側が圧倒的に多い とい うこ

とで あ り ， こ の 水量 の 違い が北側 を流下す る

大きな要因の
一

つ で あると考えて い る．さらに，

人吉盆地 の 北側や球磨川河床には加久藤火砕流

堆積物が分布 して い る．加久藤火砕流堆積物は

冷却に よっ て 収縮 し柱状節理を作る．こ の とき，

広大な流域面積をもつ 北側か らの 河川水や地下

水の 供給が多量であるために加久藤火砕流堆積

物の棲状節理に沿っ て地下水や伏流水が湧出 し

て い る，高原
一
朝ノ迫断層お よびそ の副次断層

沿い の 多くの 地点で同 じよ うな湧水箇所が人吉

盆地 の北側で 確認 され て い る．こ うして 加久藤

火砕流堆積物や 断層 に沿 っ て い くつ もの 湧水

箇所や水溜ま りが盆地 の 北側に形成 され，それ

が繋が っ て い く こ とによ っ て河川 へ と成長 して

い っ た と考え る．
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図 9　球磨川の 北と南の流域面積 と肥薩火 山

　岩類の 分布

2− 3．一
勝地 から八代海まで の 流路

　
一
勝地か ら八代までは河川勾配は 1／400 で

あ り ， 多くの 瀬を形成しなが ら
一
勝地 よ り八代

に 向けて 北向きの流路 へ と転換す る．さらに，

人代 にまで は NE−SW 系 の 山稜が多数存在 して

い るが，球磨川は こ れ らの 山稜を横切 っ て流下

して い る．

　プル ア パ ー
ト堆積盆を形成 した右横ずれ断層

群は ， 西 の水俣市付近か ら発生し始め，徐々 に

東側 の 人吉市東部まで 活動域を拡 大 して い っ た

と考えられ る．初期の 断層形成期は，断層に沿

っ て火山活動も非常に活発にな り，この ときの

火 山活動が肥 薩火山活動 （図 9）である．肥薩

火山区は水俣か ら東に進むに つ れて火山形成時

期が新し くな っ て い る （永尾 ほ か ；1999）．こ の

肥 薩i火 山活動 に よ り そ れ ま で 流下 し て い た

NE−SW 系 の 河川が溶岩な どで堰 き止 め られ，

その 結果，小流域毎に小規模な湖が西 に多く

形成された と考えられ る．

　
一

方，東側の人吉地区に活動域を拡大させた

右横ずれ断層群は火 山活動 を伴わずに ， そ こ に

大規模な陥没 地形 （ブ ル ア バー ト堆積盆）を形

成 した と考え られ る．こ の 大規模な凹地に北方

の 広大な水系や南方の 水系か ら徐 々 に河川水

な どが集ま り人吉湖が形成 された と考えて い る，

人吉湖で の 堆積物が 人吉層 （大谷 ；1930＞と し て

現在の 入吉に 見られ るが，人吉層の 下部層には

火 山起源 の 礫や砂が多量に見 られ，堆積の 初期

に周辺 の火山活動が活発で あ っ た こ とが推察さ

れ る．図 10に示すよ うに球磨川 の 屈 曲点で ある

一
勝地付近で は ， 球磨川 の 流路がプ ル アパ ー

ト

堆積盆の 北側の 四万十帯を構成する堆積岩類が

分布 して い る とこ ろを流下 してい る．こ の 事実

は ， 人吉盆地 の 北側を走る高原
一朝ノ迫断層お

よび副次断層が こ の 地点ま で 延び，そ こ に分布

して い た四万十帯構成岩類か らなる山稜に断層

鞍部 （ケル ン コ ル 〉を生 じ，そ こ か ら人 吉湖の水

が越 流 ・決壊 ・氾 濫 した と地質調査の 結果，

推察するこ とがで きる．人吉湖の 決壊後，西に

位置 して い た多 くの 小規模な湖 を巻き込み ，

決壊 させ なが ら徐々 に北方に流下 して い っ た と

考えて い る．

　図 11 の 球磨川の流路を見る と，八代海まで

流れ る問 ， 流路が北東や北西方に くり返 し変化

しなが ら八代海 へ 流下 して い る．こ の ような複

雑な流路を取 っ た成因は，主に こ の 地帯の地質

構造が大きく関与して い る．NE−SW 方向の 流路

は ， そ の 地域 の 地層 の 延 び の方向（走向）や走向

性断層に規制 され ると共 に 酬
一SE 方向 の 流路は ，

天草地域や 日奈久地域で特徴的な新しい 断層運
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動で あ り，そ れ らに規制 されて い る．新 し い

瞳
一SE 系断層は，秩父帯や四万十帯を構成する

堆積岩類 などを破壊 ・脆弱化 させ ， それ らの

岩石か らなる多 くの 山稜に複数の   方向に延

びる断層鞍部 （ケル ン コ ル ）を生 じさせ た と思

われ る，図 12 に 示すよ うに ，人吉湖 の 決壊 と

相ま っ て 山稜 の 低い こ れ らの 断層鞍部（ケル ン

コ ル ）か ら越流 ・決壊 ・氾濫を繰 り返しなが ら，

次々 と北方 へ 流路が延びて い っ た と考えられ る．

　 帯 　三

　9 誓 ・

ゑ ・tt．一
／
1

　
° i° 2°　コDLm

図 10 調査地 （一勝地）の ル ー トマ ッ プ （寺田

　卒論，2014）

年
， ＿ 。　
鋳

図 11 天草を含む八代地域の 地質図（熊本県地

　質図編纂委員会，2008よ り引用 ・加筆）

N

3，　 まとめ

　球磨川は全 国的にみて も特異な流路を形成 し

て い る．そ の 要因は ， プル ア パ ー ト堆積盆の

形成 とそれに伴 う肥薩火山岩類 の 噴火 な どがあ

げられ る，さらに ，第四紀に 生 じた 天 草を含む

日奈久地域の 断層運動も大きく関与 して い ると

考えられる．球磨川の 特徴を簡潔 にまとめ ると

以下の よ うにな る．

1 ．銚子笠に源を発 した球磨川は，原地形か ら

極相期の地形に特徴的な北か ら南に延び る縦谷

（先行谷）に沿っ て流下 して い る，

2 ．人吉盆地 で は ， 球磨川の流路は東か ら西に

流下 し，そ の流路は盆地の 中央で はなくて 北側

に位置 して い る，それ は球磨川 の 北側が南側 よ

り圧 倒的に流域面積が 大き く， 球磨川に 流入

す る水量が 多い こ と とそ こ に分布す る地 質体

（加久藤火砕流堆積物）が要因とし て あげられる．

3 ．一
勝地か ら球磨川の 流路が南か ら北側 に

流路転換する要因は ， 以下 の 二 つ が考えられる．

  天草や 日奈久地域に特徴的にみ られる rw−SE

系断層が ｝E−SW 方向に延び る山稜に複数の 断層

鞍部 （ケル ン コ ル） を形成 した．こ の ケル ン コ

ル は北方へ 連続 して い た ．  増水 L た 人吉湖が

決壊 し 大量 の 湖水 が，熈
一SE 系断層に よ っ て

形成 されたケル ン コ ル を越流 ・決壊 ・氾濫 を起

こ しなが ら次 々 に北方 に移動 した．そ の 結果，

北方 へ 球磨川の流路が転換 した ．

　球磨川 は上記 の よ うな経緯を経て ，極 めて

特異なU 字形の流路を形成す る こ とにな っ た．
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図 12 球磨川 の 地形発達史
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